
CPD 4 単位

第14 回 環境心理生理チュートリアル 

「やってみよう！評価グリッド法の作法と技法 

～ ニーズの深層を知る ～」 
 

 

主催：一般社団法人 日本建築学会 環境工学委員会 環境心理生理運営委員会 環境心理小委員会 

日時：2014 年 9 月 26 日（金） 13:30～17:30 

会場：建築会館会議室（東京都港区芝 5-26-20） 

 
評価構造とは、認知構造のうちの評価に関わる部分を取り出したもので、これを抽出することを目的とし

て環境心理生理分野で評価グリッド法が開発されました。その有効性は高く評価されており、近年では、環

境心理生理以外の分野でも広く利用されています。しかしながら、その中には評価グリッド法が誤って利用

されている研究事例もみられます。評価グリッド法は通常のインタビュー調査に比べて調査者の能力や技術

に依存しにくいと言われていますが、評価構造を適切に抽出するためには基礎知識やノウハウを学ぶことが

必要となります。 

そこで今回、「評価グリッド法の作法と技法」をテーマとしたチュートリアルを開催します。環境心理生理

分野で活躍されている研究者が、評価グリッド法の基礎知識や、論文には書かれていない実践的なノウハウ

を、実習を交えながらお伝えします。また、最後に講演への質疑及び参加者の皆様が個々にお持ちの疑問を

会場にて募り、お答え致します。卒論や修論を控えた学生、新たなニーズ発掘の調査業務に環境心理生理分

野の手法を活用しようとお考えの実務者、関連分野の研究者など、多くの皆様のご参加をお待ちしてます。 

 

＜プログラム＞ 

１．開会の挨拶   辻村 壮平（鉄道総合技術研究所） 

２．解説・実習 

－13:40～14:40－ 

２－１. 評価構造とはそもそも何？  宗方 淳（千葉大学） 

－14:40～15:20－ 

２－２. 評価グリッド法を用いた研究事例  伊丹 弘美（早稲田大学大学院） 

－15:20～15:40－ 

＜休憩＞ 

－15:40～16:40－ 

２－３. インタビュー調査の心構え  高橋 正樹（文化学園大学） 

－16:40～17:30－ 

３．質疑応答：環境心理調査よろず相談 

 

 

参 加 費：会員 1,500 円，会員外 2,500 円，学生 500 円（資料代含む，当日会場でお支払いください） 

定  員：70 名（申し込み先着順）（動画参加者を除く） 

申込方法：Web 申し込み https://www.aij.or.jp/index/?se=sho&id=845  

（動画配信をご希望の方は、当会 HP の「催し物・公募一覧」の動画配信よりお申し込みください。） 

申込問合せ：日本建築学会事務局 研究事業グループ 中村 

TEL03-3456-2057 E-mail：nakamura@aij.or.jp 


